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県北の家庭教育応援企業通信 
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 福島県教育庁県北教育事務所 

  福島市杉妻町2番1６号 

  電話024-521-2814 

発行者   有 賀 仁 一 

家庭教育応援企業に申込みいただきありがとうございました 

新たに、ミライズ株式会社、株式会社キスキ、株式会社沖データ福島事業所、株式会社高槻、 

株式会社野地組、株式会社エー水技研、有限会社斎藤建設、人気酒造株式会社 様から申し込み 

をいただき、家庭教育応援企業が１００社になりました。引き続き、子育てしやすい職場環境づ 

くりと子どもたちが健やかに育つことができる活動に取り組まれるようお願いいたします。 

＜福島市＞  福島ヤクルト販売株式会社、大槻電設工業株式会社、福島信用金庫、佐藤工業株式会社、朝日システム株式会社、 

東開工業株式会社、社会医療法人秀公会、株式会社福島銀行、株式会社ダイユーエイト、株式会社大丸工務店、株式会社東邦銀行、 

株式会社山川印刷所、株式会社日進堂印刷所、公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会、第一温調工業株式会社、 

協和ボーリング株式会社、株式会社トーネット、株式会社トーネットコーポレーション、株式会社三本杉ジオテック、 

株式会社オノヤスポーツ、株式会社日新土建、株式会社クリーンテック、株式会社環境分析研究所、株式会社こんの、 

一般財団法人大原綜合病院、株式会社阿部紙工、株式会社光和設備工業所、シオヤユニテック株式会社、福島酸素株式会社、 

株式会社クリフ、内池醸造株式会社、株式会社アポロガス、社会福祉法人けやきの村、福島民友新聞株式会社、株式会社ジェンツ、 

生活協同組合コープふくしま、渡辺エンジニアリング株式会社、株式会社福島民報社、福島ガス株式会社、社会福祉法人陽光会、 

       きらり健康生活協同組合、北芝電機株式会社、アース株式会社、株式会社エイティック、有限会社西坂製作所、 

福島カラー印刷株式会社、福島鈑金工業株式会社、有限会社佐戸川ダクト鈑金工業所、株式会社サン・ベンティング福島、 

株式会社倉島商店、東北電力株式会社福島支店、イーコンセプト株式会社福島支店、株式会社モリヨシ技研、 

社会福祉法人ライフ・タイム・福島、コバックス株式会社、有限会社テレサ、株式会社ライフロール、渋谷レックス株式会社、 

中央設備株式会社、協三工業株式会社、株式会社古俣工務店、株式会社福島製作所、ミライズ株式会社、株式会社キスキ 

株式会社沖データ福島事業所、株式会社高槻、株式会社エー水技研 

＜川俣町＞  株式会社川俣町農業振興公社、株式会社小林、株式会社誉田、有限会社大善自動車整備工場 

＜伊達市＞  富士通アイソテック株式会社、公益財団法人仁泉会、株式会社ナプロアース、社会福祉法人慈仁会、社会福祉法人信達福祉会、 

三和石油ガス株式会社、株式会社新栄製作所 

＜桑折町＞  福興産業株式会社、曙ブレーキ福島製造株式会社、株式会社三栄精機製作所、渋谷建設株式会社 

＜国見町＞  公立藤田総合病院、株式会社国見メディアデバイス、株式会社荏原風力機械国見工場、有限会社斎藤建設 

＜二本松市＞ 株式会社丸や運送、二本松信用金庫、医療法人辰星会、株式会社オウジ、 

株式会社野地組、人気酒造株式会社 

＜大玉村＞  株式会社三和製作所、株式会社富士ピー・エス東北工場、パーフェクトン株式会社 

＜本宮市＞  アルス株式会社、株式会社光大産業、東北協同乳業株式会社、 

株式会社イワキ、株式会社マインド 
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企業の皆様に取り組んでいただいているのは、「職場の家庭教育推進」「生活習慣向上の取組」「学校

行事への参加促進」「職場見学・体験の実施」「地域行事への協力・支援」などです。 

株式会社古俣工務店（福島市）、株式会社東邦銀行（福島市）、株式会社小林（川俣町）の取組を紹介

します。 

株式会社 古俣工務店 

◯職場見学・体験の実施 

［取組内容］ 

川俣町立川俣中学校第2学年の職場体験活動において、当社に3名の生徒の皆さんが来社されました。 

 活動期間は9月11日（月）から9月13日（水）の3日間です。 

 初日に建設業の仕事の内容や目的などを、現場責任者から説明を受け、早速、川俣町内の福島県北建設

事務所発注の、工事名「砂防交付（再復）道路」及び「同えん堤」工事現場に出かけました。砂防ダムを

造るため仮設道路を新設する場所と、（まだ本格的に着工はしていませんが、）砂防ダムの工事が近く開始

される現場を見学しました。その後、中学生のみなさんは、これからの職場体験の注意事項や仕事の内容

についての指示を緊張した面持ちで受けました。そして、職場体験学習の現場に出て測量作業に一生懸命

取り組んでいました。 

 3日間という短期間でありましたが、建設業の雰囲気を少しは理解していただいたかなと思っておりま

す。私どもの業界は、担い手不足になりつつあり、将来進路を考える際の何かのきっかけになることを期

待しています。今回の職場体験をされた皆さんからの感想が届くのを楽しみにしているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※測量機器を用いて実際に測量を実

体験している所です。 

※職場見学・体験を開始するにあたり、土

木現場責任者から、現場内での注意事項及

び作業内容の説明を受けている所です。 

家庭教育を充実させていくためには、家庭や地域だけでなく、企業の取組の推進が益々求められてい

ます。各社の素晴らしい取組を発信し、広く紹介して参ります。随時受け付けておりますので、家庭教

育のより一層の充実のため、ぜひ、取組の様子を御報告ください。 
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家庭教育を充実させていくためには、家庭や地域だけでなく、企業の取組の推進が益々求められてい

ます。各社の素晴らしい取組を発信し、広く紹介して参ります。随時受け付けておりますので、家庭教

育のより一層の充実のため、ぜひ、取組の様子を御報告ください。 

 

株式会社 東邦銀行 

◆子育てしやすい職場環境づくり 

［取組内容］ 

県内２ヵ所への事業所内保育施設の設置、休暇制度の拡充や 

短時間勤務制度等により、仕事と家庭の両立をしやすい環境を 

整備しています。 

また、働き方改革の一環としてフレックスタイム制を導入し、 

より柔軟かつ多様な働き方やワーク・ライフ・バランスを推進 

しています。様々な取組みの結果、子育てサポート企業として 

プラチナくるみん認定を取得しました。 

 

◆金融教育活動 

〔取組内容〕 

未来を担う子どもたちや学生に向けて、生きた金融経済の知識を提供するため、さまざまな金融教育活動に取りん 

でいます。 

 

【親子金融教室（小学生）】           【職場体験（中学生）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【金融クイズ大会（高校生）】          【提供講座（大学生）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



株式会社 小林 

◆ファミリー見学会 

〔取組内容〕 

・あんしんネットワーク（緊急通報システム）の説明 

・スタンドでの洗車体験 

・ガス設備の説明 

・ｅｃｏショップでのワークショップ 

 

平成29年9月30日にファミリー見学会を開催しました。緊急通報システムやガス配管の説明を受け、ガ 

ソリンスタンドでは、洗車のふきあげ体験をしました。大きい車をみんなでピッカピッカにして心も晴れ晴れ、 

子供達は一体感ができて仲良しになりました。ｅｃｏショップでは、バスボム（入浴剤）作りのワークショッ 

プにチャレンジし、子供達のセンスがいいのに驚きました。色をつけ、香りを付けて世界に一つのバスボムが 

完成しました。最後は、みんなで記念撮影をして楽しい一日を終えました。 
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家庭教育を充実させていくためには、家庭や地域だけでなく、企業の取組の推進が益々求められてい

ます。各社の素晴らしい取組を発信し、広く紹介して参ります。随時受け付けておりますので、家庭教

育のより一層の充実のため、ぜひ、取組の様子を御報告ください。 
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子どもたちをネットトラブルから守るために、スマートフォンやＳＮＳの使用に対して、各家庭で

子どもたちとともに、ルール作りを話し合うことが大切です。トラブルが起きる前に、御家族でイン

ターネットやスマートフォンなどの使い方をもう一度考えてみましょう。 

 

◆ 「スマホ時代の時代のキミたちへ」（文部科学省） 

www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/taisaku/taisaku2017/syoutyuu_smp2017.htm 

（小中学校用） 

www.mext.go.jp/a_menu/sports/ikusei/taisaku/taisaku2017/koukou_smp2017.htm 

（高校生用） 


